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[腎疾患・高血圧性疾患・腎不全・透析医療] 

 

学習方針（実習概要等）： 

指導医とともに日々の病棟回診やカンファランス等の診療の現場に診療チームの一

員として参加することにより、医師として患者や他職種に向き合う態度を養う。ま

た、腎臓病学系統講義で修得した知識を基盤に基礎医学、臨床医学の総合的な知識

を有機的に総動員し、実臨床における腎疾患・高血圧性疾患・腎不全の診断から治

療に至る思考過程と診断・治療の手技を学ぶ。さらに担当症例を全人的に把握して

提示し、議論を行う技法を学ぶ。 

 

 

教育成果（アウトカム）： 

円滑な臨床研修の開始に向けて医師としてふさわしい態度を身につけ、実臨床に根

ざした有機的な知識を修得するとともに、臨床的な思考能力、問題解決能力及びプ

レゼンテーション能力を獲得する。 

（ディプロマポリシー：1,2,4,5,6）  

 

 

到達目標（SBOs）： 

＊1．患者に礼節を持って接し、病態や心理を理解しながら問診や身体所見の診察を

することができる。 

＊2．診療録についての基本的な知識を修得し、問題志向型医療記録(problem-

oriented medical record <POMR>)形式で診療録を作成しプレゼンテーションす

ることができる。 

＊3．急性腎障害・慢性腎臓病（腎不全）の病態を評価し、保存的治療から急性血液

浄化療法を含む腎代替療法（透析・腎移植）までの治療方針を説明することが

できる。 

＊4．体液量、水・電解質、酸塩基平衡の異常の病態を説明し、それぞれの治療を説

明することができる。 

＊5．主要な一次性・二次性腎疾患の病歴と症候から診断に必要な検査計画を立案し、

治療方針を説明することができる。 

＊6．腎生検の目的、適応、合併症、禁忌を理解し、検査手順を説明することができ

る。 

＊7. 症例に即して糸球体、尿細管間質、腎血管の病理組織像の主要な所見を説明す

ることができる。 

＊8．高血圧性疾患、腎血管性疾患の鑑別のための検査計画を立案し、それぞれの治

療方針を説明することができる。 



 

 

特に留意すべき注意事項： 

臨床実習は座学の場ではない。実習時間は極めて限られており、学生には診療チー

ムの一員として担当患者の回診やカンファランスに積極的な姿勢で臨み、ディスカ

ッションに参加することを求める。その中で生じた疑問点について随時指導医に質

問するなどして疑問を解消するとともに、自学自習のテーマとして活用すること。 

 

 

事前学修内容および事前学修時間： 

シラバスに記載されている各実習内容を確認し、教科書・レジメ・事前配布資料を

用いて事前学修（予習・復習）を行い、医療面接・診察など基本的臨床技能実習で

修得した手技について再確認をすること。また、実習前に e ポートフォリオ

（WebClass）「日々の振り返り 今日の目標」にて、事前学修内容を踏まえた自己到

達目標を設定し実習へ臨むこと。また、「日々の振り返り」は当日中に記載を完結

すること。各実習に対する事前学修の時間は最低 30 分を要する。本内容は全実習に

対して該当するものとする。なお、適宜 e ポートフォリオ（WebClass）を通し個人

に対する実習のフィードバックを行う。各教員担当のセミナーでは、医学教育モデ

ル・コア・カリキュラムの内容に留まらず、必要に応じて最新の医学研究成果を教

示する。 

 

系統講義の基本的内容を十分理解していることが実習へ参加する前提であり、病棟

実習に先立ちプレテストを行う。あらかじめ教科書や腎臓病学系統講義の資料など

で知識の整理をしておくこと。 
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教科書・参考書等： 

・教科書：内科学（第 12 版）矢崎義雄、小室一成編 朝倉書店 2022 

・教科書：プロフェッショナル腎臓病学 南学正臣編 中外医学社 2020 

・参考書：腎臓・水電解質コンサルタント（第２版）深川雅史監修 2017 

 

 

成績評価方法 

臨床実習評価は以下の項目について 100 点満点で評価する。 

1．知識：20 点   

2．態度：10 点     

3．技能試験：30 点   

4．ポートフォリオ：30 点 

5．指導医評価：10 点  
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